
早稲田大学マニフェスト研究所編著「あなたにもできる議会改革」（第一法規）で、
ICT活用の事例紹介記事を執筆しました。
「3.情報化とオープンガバメント」の章で、「ネット選挙に備えよ～ICT活用で議員
活動の可視化を」という記事を、７ページ（P168～174）にわたって執筆していま
す。住民の方々からの声を区政に反映させるためのインターネット・SNSを使っ
た議員活動の「見える化」の手法や、区政報告座談会「あやこcafé」を活用し、住民
の方々の声を区政に反映させている実例を紹介しています。
この他にも、議会や議員個人が、住
民の声をより政策に反映でき、住民
自身も参加できる「開かれた議会」
をつくるための取組が多く掲載され
ています。
ぜひ、お読み頂けると嬉しいです。

書籍「あなたにもできる議会改革」に
ICTを活用した議員活動実践事例を執筆しました。

「あなたにもできる議会改革」
早稲田大学マニフェスト研究所議会改革調査部会編　第一法規　2,000円(消費税別）

eラーニングサイト「eマナビバ」で講義を行います！
地域経営に関わる地方公務員、地方議員、市民の方々が
より手軽に地方分権・地方自治などを学べるe-ラーニング
「eマナビバ」で「地方議員の広報広聴戦略」に関する講義
を有料配信します。区政報告会「あやこcafé」やICTを利
活用し、政策提言につながる住民とのコミュニケーション
手段について、わかりやすくご紹介します。今後４月以降に
アップを予定しておりますので、ぜひアクセス頂き、内容を
ご覧頂けると嬉しいです。

☆「eマナビバ」 http://www.emanabiba.jp

学生インターンを受け入れました
２月から３月までの２ヶ月間、NPO法人ドットジェイピーより、２名の大学
生のインターンを受け入れ、ともに活動を行いました。議会傍聴や地域活
動への参加、質問作成のためのヒアリングや研修会などの参加を通じて、
政治を身近に感じて頂きました。私自身も若者の視点から考える政治やま
ちづくりに関する新鮮な気づきを得ることができ、感謝しております。
今後とも学生のインターン受け入れを続けていき、若者と政治の架け橋に
なるよう、取り組んでまいります！
インターン生の青木さん（左）（慶応義塾大学４年）

窪田さん（立教大学１年）との活動風景。

鈴木あやこ区政報告会

「あやこcafé」
こんな資料を使って
参加者の皆さんと
お話しています

こんな資料を使って
参加者の皆さんと
お話しています

あやこcafé
開催予定

第34回：４月16日（水）19:00～20:30　豊洲文化センター第２会議室
第35回：5月11日（日）10:00～11:30　豊洲文化センター和室
（江東区豊洲2-2-18）

詳細は、鈴木あやこホームページをご覧ください！

皆様と区政に関して、アットホームな場でざっくばらんに対話する区政報告座談会「あやこ
café」。2011年９月から毎月、３３回開催しています。一方的な区政報告ではなく、ワーク
ショップ形式や水辺の生き物観察のフィールドワークなどを取り入れ、皆様の声を江東区
政に提言できる仕組みづくりをしています。これまでも「水辺のまちづくり」「ICTとまちづ
くり」「豊洲のまちづくり」など様々なテーマを取りあげ、議会質問として反映しました。
みなさまのご参加をお待ちしております！

３月８日　小樽にて開催された「地域活性化プロデューサー人財塾」に参加。
元小樽市職員で、全国の地域活性化の伝道師である木村俊昭先生や講師の皆さん、
参加者の皆さんともに、地域活性化のケーススタディや、ディスカッション。
あわせて、小樽運河の現地視察や、旗イトウ製作所の伊藤一郎社長から伺った
「小樽職人義塾大学校」の取組など、大変充実した研修会でした。江東区の活性化にも活かしていきます。

1月 January
１月上旬～２月上旬　数多くの新年行事に参加。
日頃お世話になっている地域や団体、
区民の方々とご挨拶、意見交換。
まちづくりや政策提言に結びつくご意見も多数伺いました。

３月２２日　「女性と子どもに優しい病院」
昭和大学江東豊洲病院の竣工式・施設見学・開院記念会に出席。
３月２４日からいよいよ開院、地域医療の向上を推進します。

３月１６日　
旧中川川の駅１周年イベントに参加。
水陸両用バスなどの観光舟運など、
川や運河に囲まれた江東区の
水辺のまちづくりのさらなる推進のため、頑張ります。

2月 February

3月 March

鈴木あやこの活動報告 2014年1月～3月

３月１４日
江東区議会　防災対策特別委員会で気象庁を視察。

地震観測・気象予測などの現場を視察し、
気象庁の業務についてお話を伺いました。

江東区の防災対策にも大変有益な内容でした。

１月２８日　昭和大学江東豊洲病院竣工視察。
女性と子どもに優しい江東区南部地域待望の総合病院です。
地域医療の向上を推進していきます。

２月１４日　兵庫県庁を視察。
「総合型地域スポーツクラブの活動支援について」
「災害時の情報伝達に対する取組について」
関係部署からお話を伺いました。

２月３日　稲城市役所を視察。
稲城市のゆるキャラ「稲城なしのすけ」を活用した
産業・観光振興の取組について
関係部署からお話を伺いました。

２月１９日～３月２８日
江東区議会平成２６年第１回定例会が開会。
予算審査特別委員会では、
総務費・民生費・産業経済費の質疑を行いました。

鈴木あやこのプロフィール
1975年 2月18日生まれ。江東区 猿江、潮見を経て豊洲在住
1997年 成城大学文芸学部卒業
1997年 （株）NTTドコモ入社。法人営業に従事。
2011年 早稲田大学大学院公共経営研究科修了。
2011年 江東区議会議員選挙にて初当選。
2013年 マニフェスト大賞優秀ネット・コミュニケーション戦略賞・
 審査員特別賞受賞

★江東区議会民主党  政調会長
★所属委員会
　● 区民環境委員会・医療介護制度特別委員会（2011年度）

　● 文教委員会・医療介護制度特別委員会（2012年度）

　● 区民環境委員会・防災対策特別委員会（2013年度）

★ローカル・マニフェスト推進地方議員連盟　
　事務局長補佐
★趣味：料理・地元グルメ食べ歩き

鈴木あやこ事務所
〒135-0061　江東区豊洲4-10-18-622
TEL＆FAX. 03-3536-4251
e-mail. suzukiayako2011@mail.goo.ne.jp

江東区議会民主党
〒135-8383　江東区東陽4-11-28江東区役所議会棟
TEL＆FAX. 03-3648-2117

連絡先

活動内容を毎日更新しています！

鈴木あやこホームページ（PC版）
http://www.suzukiayako.com
☆ブログ「鈴木あやこの活動日記」毎日更新！
☆「区議会レポート」もダウンロード可能です。

鈴木あやこホームページ（携帯版）
http://www.suzukiayako.mymp.jp

QRコード対応の携帯電話からは
カメラで読み取るだけで簡単に
アクセスできます。

Facebook公式ページ
http://www.facebook.com/
suzukiayako.koto

Twitter
twitter.com/ayako_suzuki

活動内容を毎日更新しています！

メール、Twitter、facebookでのお問合せも歓迎です！メール、Twitter、facebookでのお問合せも歓迎です！

議会報告＆次回定例会のご案内

江東区議会平成２６年第１回臨時会・第２回定例会開催の
お知らせ
平成２６年度の新しい議会体制（議長・副議長・委員会構成）を決める、江東区議会

第１回臨時会は、５月２３日に開催予定です。

次回の区議会の定例会（平成２６年第２回定例会）は、

６月１１日～６月３０日までの期間で開催される予定です。

日々の議員活動報告・議会報告については、

鈴木あやこのブログでも随時お知らせしていきますので、

よろしくお願いします。

江東区議会ホームページ▶http://www.city.koto.lg.jp/ac/gikai/

江東区議会議員

鈴木あやこ

AYAKO SUZUKI REPORT 区議会レポート

●発行者：江東区議会民主党　江東区東陽4-11-28　江東区役所内　TEL&FAX:03-3648-2117
●発行責任者：鈴木綾子

■ 鈴木あやこ区政報告会　あやこcafé
■ 鈴木あやこの活動報告
■ 議会報告
■ 予算審査特別委員会質問報告・江東区の平成26年度予算
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鈴木あやこの議会質問
平成２６年度第１回定例会中に開催された予算審査特別委員会にて、質問を行いましたので、抜粋して紹介します！

質問

1. ワーク・ライフ・バランス（WLB）の推進について（総務費）
質問

答弁

①ワーク・ライフ・バランス（WLB）についての現在の区の取組状況は？
②啓発事業の他、実績ある企業への奨励金・利子補給や企業へのコンサルタント
　派遣など、一歩踏み込んだ対策が必要なのでは？

①男女共同参画情報誌「こうとうの女性」等に、先進的な区内企業の取組事
例の紹介を掲載するなどの意識啓発、啓発パンフレットの配布・男女共同
啓発講座の中で、WLB講座を企業向けと一般区民向けに実施。

　平成２５年度は、WLBに関する区民向け講座を実施したほか、企業向けにも専門家（ワーク・ライ
フ・バランス社の小室淑恵氏）を招いて講演会を実施。

②実績ある企業への利子補給、コンサルタント派遣については今後検討課題とする。

質問

3. 有明地区の子育て支援について（民生費）
①タワーマンションで一人で子育てを行う母親の不安を軽減し、地域で安心して子育てをできる環
境をつくるため、有明地域にも子ども家庭支援センター（みずべ）を設置してほしいという保護者
の声が高く、施設整備の必要性がある。区の見解は？

①有明は、今後も新規の住宅建設が見込まれている。現在の居住者の第２子の誕
生も考慮すれば、身近にみずべのような子育て支援施設が欲しいという声は
十分理解できる。施設の建設、新規設置は大きな財政負担を伴うため、財政計
画に織り込まれている必要がある。

　後期長期計画策定に際して、南部地域の大規模開発の動向を見ながら設置を検討する。

質問
境をつ
の声が

①有明は
生も考
十分理
画に織
後期長

答弁

2. 江東区ハニープロジェクト事業について（総務費）
①「江東区ハニープロジェクト事業」の予算の内容と実施方法、区民協働による
　事業実施とは具体的にどのように行うのか？
②「ハニープロジェクト事業」における庁内連携をどのように進めていくのか？

①予算内容としては、平成２６年度は養蜂指導に関する講師謝礼、関係図書の購入費・協働組織立ち
上げのための会議費等。

　実施方法としては、豊洲シビックセンターの８階以上のテラスや、屋上で、一般の利用者が普段立ち
入ることがなく、なるべくビル風のないところで行う。

　区民協働による事業実施については、自然環境保護に取り組む区内のボランティア団体や大学、
一般区民や地元商店街とも一緒に事業をすすめる予定。

②本事業については、養蜂を実施することにより、都市の生態系の回復や、収穫したハチミツを使用
した豊洲ブランド、江東区ブランドのお菓子などを販売することで、地域経済の活性化や、子ども
たちの自然環境教育に活用したいという夢のある事業である。区内各職員のノウハウ活用はもち
ろんのこと、地元商店街をはじめ、区民と協働し、力を結集して事業に取り組んでいく。

2. 江東区
①「江東区質問

上げの
実施方
入ること
区民協

事業実
②「ハニー

①予算内

質問

答弁

質問

4. お店の魅力向上施策とICT活用について（産業経済費）
①商店街振興策として、お店の魅力を再発見し、発信事業を行うという取組は、お店の自由競争に
よる商業サービス的な意味合いをもつ民間のフリーペーパーとは異なる独自な視点である。
「お店の魅力の発掘・発信」の具体的な取材方法とICTの活用のポイントについて伺う。

①さざんかカード事業においては、取材は経済課が行っていたが、「お店の魅力発掘発信事業では、
事業委託により、事務局をつくり、拠点を設けて徹底取材を行う。

　加盟店に対する取材や加盟店の開拓を実施。有名でないお店、広告宣伝費をかけられないお店に
対しても取材を行い、個店の魅力向上のためのコンサルティングもあわせて行う。

　ホームページによる情報発信、Facebook・Twitter・HPからのクーポン発行など、ICTを積極的
に活用していく。

イ
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答弁

質問

5. 観光協会を活用した臨海副都心の活性化について
①オリンピックを機に、江東区臨海部の活性化をすすめていくためには、新規施設の開発も大事で
あるが、既存施設のテコ入れが急務である。臨海副都心の観光や商業施設の活用を東京都とどの
ように協議し、連携していくのか。区の見解を伺う。

②江東区としてのオリンピックを見据えた臨海部の観光戦略を明確にすべきである。
　江東区観光協会がまさにその中心となるべきと考えるが、いかがか。

①臨海副都心や臨海部は、江東区観光協会が開拓していくべきエリアである。協会では、昨年５月に
実施された地域主導の「豊洲カーニバル」や７月の「豊洲オクトーバーフェスト」などのイベントに
準備段階からサポート。今年３月には中央区観光協会やJTBなどと連携した舟運観光ツアーの
開催を実施。

　臨海副都心まちづくり協議会とも臨海副都心の地域連携について意見交換を行っている。
　他の観光地との地域間競争に勝ち、地域の総合力を高めるために、観光まちづくりの視点での
地域連携が必要であるため、臨海副都心の資源活用について、今後、東京都や他の事業者と協議し、
さらに具体的な取組をすすめていきたい。

②東京オリンピック・パラリンピック開催を見据えた臨海部の観光戦略につい
ては、江東区の長期計画（後期）に向けて見直し中の「江東区観光推進プラン」
の中で、プランの方向性を定めた上で江東区観光協会でなければできないこ
とを進めていく。区でなければできないことは、地域住民、事業者にアプロー
チをして、地元の力を結集することであり、臨海副都心まちづくり協議会、豊
洲２・３丁目まちづくり協議会、芝浦工業大学なども、地域連携や舟運観光に
ついての必要性に理解を頂いている。臨海部については、木材産業・スポーツ
レジャーが集積する夢の島・新木場・若洲から東京ゲートブリッジをわたり、
植樹などの緑化運動も進む海の森公園、臨海副都心といったスケールの大き
い広範囲なエリアを結びつけたまちあるき、コミュニティサイクルを活用した
観光、船からめぐる観光など、様々な組み合わせのメニューが可能である。

　江東区観光協会は、地元町会・自治会・商店街の皆様と、観光手法による地域活性化に一緒に取り
組めるよう、積極的に働きかけながら、具体的な観光事業の実施主体として取り組んでいく。
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②江東区
　江東区

①臨海副
実施さ
準備段
開催を

　臨海副

答弁

臨海副都心
（江東区青海）で撮影

平成26年第１回定例会は、2月１９日から３月２８日までの日程で開催されました。

今回の議会では、「（別途主な議案の内容等を記載）」が可決されました。

また、平成26年予算審査特別委員会も行われ、区民の皆様から頂いたご要望をもとに

より良い江東区をつくるものとなるよう、提言を行いながら審査を行い、

予算案の承認を行いました。

江東区の平成２６年度予算の主要事業について、鈴木あやこが質問を行った項目を中心にご紹
介します。

1豊洲シビックセンターが完成＆江東区ハニープロジェクト始動！
豊洲シビックセンターが完成（７９億4,328万円）
豊洲駅前に出張所、文化センター、図書館等の機能を備えた区南部地域
の公共・文化施設の拠点となる複合施設を整備しています。建物周辺や
壁面緑化のほか、太陽光パネルや雨水利用の機能などを備え、高水準の
環境性能を有した施設として、平成２７年３月に竣工予定です。

江東区ハニープロジェクト始動！（３５万円）
平成２７年３月に竣工予定の豊洲シビックセンターで養蜂を行い、
ハチミツを製造するプロジェクトの実現に向けた準備を行います。
新たな拠点施設を活用し、地域の輪・環境への取組の輪を広げていきます。

2認可保育所の整備
認可保育所の整備（１５億9,422万円）
認可保育所１２園の整備、既存園の定員増員を行い、定員１０８８人を
増やし、待機児童解消に向けたさらなる取組を行います。

全国初！ サテライト保育所が開設～江東湾岸サテライト
保育有明・豊洲ナーサリースクール（４億6,979万円）
４月に全国初となる送迎機能を持つ本園・分園の認可保育所が開設し
ます。利便性の高い豊洲駅の近隣に登降園できる分園と、広い保育ス
ペースが確保できる有明地区に本園を設けることで、保護者のニーズ
にあった保育を実施します。

3登録店からの特典で区内外を問わずおもてなし（4,109万円）
江東さざんかカード事業の新たな展開として、登録店で利用できるクーポン券をホームペー
ジ・情報誌に掲載し、誰でも特典が受けられるようになります。
また、お店を直接取材して魅力を発掘し、積極的に情報発信することで、
地域経済の活性化につなげます。

※江東区の事業・予算概要等について、詳しくは江東区役所ホームページ
　（http://www.city.koto.lg.jp）をご覧ください。

平成２６年度予算は、江東区長期計画（前期）の最終年度の総仕上げとして、「未来への輪をつな
ぐ魅力向上予算」として編成されました。一般会計予算総額は1,743億1,900万円。「防災都市
江東の実現」に加え「保育待機児童解消」「学校収容対策」など、急速な都市開発により人口増加
が続く江東区特有の課題の解決、高齢者支援・子育て・観光まちづくり・教育等の各事業に予算
が配分されています。

予算案の特徴

区民１人あたりの歳出予算額の内訳（平成26年度）

江東区の平成26年度予算～主な取組から

江東区議会　平成26年第1回定例会開催報告

豊洲シビックセンター
（完成予想図）

送迎保育（イメージ写真）

江東湾岸サテライト保育
（豊洲分園）


